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議案質疑議案質疑

◆
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）（
専
決
処
分
）

《
賛
成
総
員
で
承
認
》

Ｑ　

補
正
予
算
の
小
児
科
救
急

医
療
病
院
の
対
象
年
齢
は
。ま

た
、小
児
の
救
急
医
療
機
関
は

ど
の
よ
う
な
症
状
の
人
を
受
け

入
れ
る
の
か
。

Ａ　

小
児
科
救
急
医
療
の
受
診

対
象
は
、中
学
生
ま
で
。帰
宅
可

能
な
軽
症
患
者
に
初
期
救
急
医

療
と
し
て
対
応
し
て
い
る
。第

２
次
救
急
医
療
は
、初
期
救
急

医
療
機
関
で
対
応
で
き
な
い
、

入
院
や
手
術
が
必
要
な
小
児
の

重
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
。

　
　

そ
の
他
の
議
案

《
い
ず
れ
も
原
案
承
認・同
意
》

承
認（
専
決
処
分
）◆
国
民
健
康

保
険
税
条
例　

◆
26
年
度
補
正

予
算（
一
般
会
計
、介
護
保
険
特

別
会
計
、後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
）

同
意
◆
固
定
資
産
評
価
員
・
監

査
委
員
の
選
任

◆
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
す
も
の

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
条
例

を
提
出
し
た
背
景
や
経
過
は
。

Ａ　

平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
３

次
狭
山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
中
で
位
置
づ
け
て
い
る
、

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
提

出
す
る
も
の
。

Ｑ　

条
例
の
制
定
で
、こ
れ
ま

で
の
活
動
や
事
業
に
影
響
が
あ

る
か
。期
待
で
き
る
効
果
は
。

Ａ　

基
本
理
念
や
市
、市
民
、事

業
者
の
責
務
が
明
確
と
な
っ
て
、

現
在
進
め
て
い
る
活
動
や
事
業

の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
。条
例
制
定
の
効
果
は
、市

の
取
り
組
み
姿
勢
を
明
確
化
し

た
こ
と
に
よ
り
、一
層
の
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
意
識
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
も

の
と
期
待
さ
れ
る
。

◆
振
興
計
画
審
議
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

審
議
会
の
名
称
を
改
め
、所

要
の
改
正
を
す
る
も
の

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

総
合
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、青
年
世
代
の
意
見
、女
性
の

視
点
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
、対
応
は
。

Ａ　

年
代
、性
別
、居
住
地
域
別

に
、市
民
の
構
成
割
合
を
考
慮

し
て
決
定
し
た
、約
70
名
の
市

民
会
議
を
立
ち
上
げ
た
。

◆
家
庭
保
育
条
例
の
廃
止

家
庭
保
育
室
が
特
定
地
域
型

保
育
事
業
者
に
移
行
す
る
た

め
、条
例
を
廃
止
す
る
も
の

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　
移
行
で
得
ら
れ
る
効
果
は
。

Ａ　

従
来
の
家
庭
保
育
室
よ
り

質
の
高
い
保
育
の
提
供
が
期
待

で
き
、安
全
確
保
と
事
業
の
安

定
的
な
運
営
が
図
ら
れ
る
。ま

　

第
１
回
臨
時
会
で
、「
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」な
ど
市
長
提
出
議

案
８
件
は
、議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
承
認
・

同
意
し
ま
し
た
。ま
た
、議
長
・
副
議
長
を
新
た
に
選
出
し
ま
し
た
。

５月臨時会
５月１２日

就
任
あ
い
さ
つ

主
な
議
案
審
議

◆
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

（
専
決
処
分
）

二
輪
車
な
ど
へ
の
増
税
が
、

１
年
間
先
送
り
に

《
賛
成
総
員
で
承
認
》

Ｑ　

二
輪
車
な
ど
へ
の
新
税
率

の
適
用
が
延
長
さ
れ
、施
行
期

日
が
１
年
間
先
延
ば
し
と
な
っ

た
背
景
や
経
過
は
。

Ａ　

消
費
税
率
の
再
引
き
上
げ

の
先
送
り
や
、四
輪
車
で
の
燃

費
に
応
じ
た
グ
リ
ー
ン
化
軽
減

の
導
入
措
置
に
よ
り
、二
輪
車

と
の
税
負
担
感
の
バ
ラ
ン
ス
に

も
配
慮
を
し
た
結
果
、政
府
や

与
党
の
判
断
に
よ
り
先
送
り
に

な
っ
た
も
の
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を

定例会のポイント

男女共同参画
　男や女という性別で不利益を受ける
ことなく、個々人の
特性を生かして社
会のさまざまな分
野で協力し合って
活動できることを
表した用語です。

６月定例会
６月９日～６月２５日

 

会
派
名
簿

  　
　
　
（
5
月
12
日
現
在
）

  

創
政
会

　

 

◎
町 

田  

昌 

弘

　
　

 

新 

良  

守 

克

　
　

 

笹 

本  

英 

輔

　
　

 

太 

田  

博 

希

　
　

 

田 

村  

秀 

二

  

公
明
党

　

 

◎
齋 

藤   

誠

　
　

 

綿 

貫  

伸 

子

　
　

 

加 

賀 

谷  

勉

　
　

 

磯 

野  

和 

夫

  

日
本
共
産
党

　

 

◎
猪 

股  

嘉 

直

　
　

 

望 

月  

高 

志

　
　

 

大 

沢  

え
み
子

  

ソ
ウ
ゾ
ウ

　

 

◎
金 

子  

広 

和

　
　

 

西 

塚  

和 

音

　
　

 

矢 

馳  

一 

郎

  

新
政
み
ら
い

　

 

◎
内 

藤  

光 

雄

　
　

 

土 

方  

隆 

司

  

か
が
や
き

　

 

◎
中 

村  

正 

義

　
　

 

三 

浦  

和 

也

  

無
所
属 

　
　

 

須 

藤   

梓

　
　

 

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

　
　

 

大 

島  

政 

教

   

◎
は
代
表
者

委
員
会
提
出
議
案

◆
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

出
産
な
ど
を
理
由
に
議
会
を

欠
席
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の

提
出
委
員
会
議
会
運
営
委
員
会

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

主
な
議
案
審
議

 

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
賜
り
、第
62
代
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。全
国
的
に

議
会
へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い

る
昨
今
、狭
山
市
議
会
が
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
議
会

活
性
化
策（
常
任
委
員
会
で
の

各
種
政
策
提
言
の
取
り
組
み
、

議
員
手
作
り
の
テ
レ
ビ
番
組

「
w
i
t
h
ゆ
ぅ
市
議
会
」の
放

映
、子
ど
も
議
会
の
開
催
な
ど
）

を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、「
信
頼
さ

れ
る
議
会
」を
実
現
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、市
制
施
行
60
周
年

の
節
目
の
年
で
し
た
。本
年
は
、

次
の
10
年
を
目
指
す
最
初
の
年

で
あ
り
、ま
た
改
選
後
初
め
て

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

新
体
制
で
の
議
会
出
発
の
年

に
当
た
り
、議
長
、副
議
長
と
も

ど
も
初
心
に
帰
り
、議
会
の
役

割
の
重
要
性
を
肝
に
銘
じ
、市

政
の
発
展
、市
民
福
祉
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭べ
ん
た
つ撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」な
ど
、16
議

案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、議
会
の
委
員
会
か
ら
は「
市
議
会
会
議

規
則
」の
一
部
を
改
正
す
る
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。議
長
を
除
く

21
人
の
議
員
で
採
決
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　市議会でも男女共同参画を推進

　６月定例会で「男女共同参画推進条例」が提出されたこと
もあり、市議会でも、男女共同参画について議会運営委員会で
協議を重ね、性別にかかわらず市議会で活躍できる環境を整
備するため、会議規則を改正し、本会議や委員会の欠席理由の
項目に、出産、育児、看護、介護を新たに追記しました。

Point！

新良守克副議長・磯野和夫議長

狭山市駅西口の男女共同参画センター

小
児
科
救
急
医
療
の
整
備

小
児
科
救
急
医
療
の
整
備


